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金曝
｜

,、木

両

一
Ｌ
や
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

ｂ
今
尋
一
四
一
、
は
鍛
大
限
に
生
蔬
證
高
め
、
楽
し
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農
家
生
活
の
考
え
方
宝
）

稀
茸
竹
力
表
薗
郁
ね
丈
〆
靜
溌
忙
融
ズ
ー

性
に
乏
し
へ
、
そ
の
瀝
動
に
対
す
る
適
一

応
性
が
脆
弱
セ
あ
る
。

北
郡
の
北
部
に
農
地
と
そ
の
施
股
を
持
一

｡■句坤画一

く
文
化
的
な
生
活
を
す
る
に
は
如
何
な

る
手
段
方
法
で
な
し
と
げ
る
か
を
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
が
、
先
御
代
之
親
副
り

の
叩
純
な
繩
猛
と
生
活
組
繩
を
な
し
、

戒
は
こ
恥
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
て
い

る
こ
の
地
方
の
大
部
分
の
農
家
は
、
水

稲
単
作
が
支
配
的
な
た
め
絲
済
は
弾
力

歴
史
的
に
も
社
会
は
或
る
時
に
は
浮
き
一
も
地
域
的
に
も
最
も
不
好
な
条
件
下
に

蝿
雛
酔
鱗
総
柵
羅
鮮
鵬
噛
鰯
澗

這
鶏
灘
惑
蠣
潔
議
撫
壌

一
不
係
洪
出
成
緬
は
極
め
て
好
級
の
よ
い
ほ
ど
味
勢
い
と
い
う
わ

》
驫
撰
蕊
謹
鋤
産
蕊
騨
瀦

一
剛
恥
鐸
鎚
轆
鍬
總
溌
緑
詑
綿
鱸
僻
灘
心

一
六
丁
と
万
石
に
謹
し
て
い
る
が
呼
吸
作
用
が
は
げ
し
く
米
自
体
の
湾

一
口
員
級
等
級
検
査
の
精
巣
は
一
蜜
に
よ
り
米
の
品
質
を
低
下
し
、
発

一
鞠
等
蕊
は
全
然
な
く
、
四
蕊
る
い
は
病
害
虫
鳥
い
て
味
が

一
基
鰔
澱
脹
繩
垂
鮭
懸
鯉
郁
篭
雅
獺

琶
こ
と
が
わ
か
り
、
わ
れ
わ
れ
の
食
べ
す
る
。
今
年
の
同
栓
査
結
果
を
み
る

‐
て
い
る
配
給
米
が
如
何
に
粗
悪
な
も
と
一
等
米
は
全
然
な
く
、
両
雲
釆
が

の
か
お
ど
ろ
か
さ
れ
る
。
一
雲
釆
と
五
言
四
％
と
墨
癌
、
つ
い
重
一
零

か
一
等
米
と
か
い
う
購
級
は
ど
う
し
米
四
手
二
％
、
こ
曾
ろ
が
ほ
と

て
き
め
ら
軸
る
な
Ｆ
う
と
、
水
分
ん
鯵
塁
部
重
辱
米
が
二
・
八
％
、

の
含
有
磯
、
死
米
、
も
み
、
雑
殺
が
蒄
等
米
が
○
・
五
％
と
わ
ず
か
に
ま

■
６
日
■
ｇ
■
日
日
■
Ｄ
Ｂ
■
日
日
■
■
■
Ｂ
Ｂ
Ｂ
■
■
■
■
Ｕ
Ｂ
ｕ
６
Ｒ
Ｈ
■
、
■
■
■
け
８
■
、
■
■
８
８
２
■
Ｂ
Ｅ
■
Ｕ
Ｂ
ｐ
■
日
刊
■
■
■
■
■
■
■
■
洞
■
日
日
』

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

エに
夫社
さ会
れの

骨繋
像霞
時に

篭牌
取し
し）て

銭改
さ琴

=L

戸
。
■
Ⅱ
Ｂ
一
琴
一
口
９
０
・
一
言
．
１
９
凸
一
二
”
日
Ⅱ
Ｕ
↑
一
言
Ｉ
ｒ
ｌ
』
こ
い
０
Ⅱ
０
二
】
。
、
Ⅱ
Ｉ
・
一
言
■
Ⅱ
■
二
一
・
■
Ⅱ
日
二
一
画
■
■
ｑ
垂
二
字
０
１
＆
二
一
言
■
Ⅱ
凸
二
一
・
ａ
Ⅱ
■
再
二
百
９
０
二
一
や
■
Ⅱ
’
二
一
国
も
Ⅱ
■
一
二
』
■
。
Ｕ
二
一
一
Ｔ
■
０
二
一
』
■
Ⅱ
■
』
二
・
。
Ⅱ
０
二
一
一
言
■
■
Ｇ

芦
野
公
園
の
桜
を
害
す
る
る
．
当
日
の
鯛
曹
で
あ
る
驚
墜
し
な
い
か
ら
、
保
謹
烏
で
海

事
は
『
法
に
よ
り
鰻
林
大
臣
の
指
定
し
そ
』
以
外
の
鳥
類
を
、
公
幽
知

意
外
な
保
護
鳥
『
う
そ
］
た
公
園
で
あ
れ
ば
、
保
護
鳥
は
も
ち
蹄
う
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
．

繩
雛
帥
融
雛
噸
溌
鰡
一

計
を
た
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

週
蝿
な
が
ら
こ
の
地
方
民
の
中
に
は
無

軌
道
的
な
、
め
あ
て
の
な
い
経
営
と
生

活
に
維
始
し
て
い
る
方
が
多
い
よ
Ｚ
に
一

思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
モ
の
考
え
方
と
一

毒
際
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
。

▲
継
織
改
善
の
考
え
方

①
自
ら
の
鰹
家
縄
蔵
は
ど
う
な
っ
て
い
一

る
か
実
態
を
把
縄
す
る
こ
と

そ
れ
に
は
生
牽
要
素
（
土
地
、
査
本
、
｜

労
）
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
書
く
’

て
み
る
必
要
が
あ
る
。

金
木
地
区
普
及
事
務
所
技
師

ミ

浦
別表(A)27年産金木町 よ

い
そ
の
他
の
府
県
よ
り
若
干
甘
く

な
っ
て
い
る
。

（
な
お
昭
和
一
千
七
年
産
産
米
当
町

の
供
出
及
び
特
別
築
荷
米
の
等
級
別

数
轟
は
別
表
（
Ａ
）
の
通
り
）

丁産米
(醗鴻

供

等
２

級別表
．l現在）
出米

数I祉
5,54S"

11,526"
1,487"

13〃
2()4〃
65少

452ケ
50〃

19,342少
20,105ケ

い
ま
継
港
が
收
入
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
生
活
は
支
出
で
あ
る
と
考
え
、
狭
い

農
地
に
多
く
の
労
力
を
投
じ
多
額
の
黄

本
を
要
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
莚
検
射

し
、
も
し
そ
こ
に
多
く
の
労
力
と
英
大

な
査
本
が
役
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
し
た
な

ら
ば
、
連
か
に
余
分
な
労
力
、
節
約
で

き
る
労
力
は
有
利
に
働
か
せ
、
不
必
要

な
査
材
は
最
少
限
に
留
め
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
反
面
現
在
の
労
力
で
あ
る
い

は
ま
た
、
可
及
的
に
支
出
で
き
る
寅
本

で
、
ど
れ
だ
け
の
農
地
を
経
営
で
き
る

か
、
そ
の
組
合
せ
を
如
何
に
す
べ
き
か

ま
た
生
産
物
の
販
売
価
格
は
採
算
が
と

れ
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
そ
の
地
方

の
清
輩
者
に
適
当
で
あ
る
か
ど
星
か
と

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

②
一
カ
年
の
経
営
計
画
を
た
て
る

分
米
玄
米
米
計
一

白
白
計
一

玄区
種
編
繍
鼠

諦
獺
小

栗別
級
等
等

特
等
３
４

羅
蕊
蕊
鱈

規
規

總
鋤
呼
“

４
２
７

写■全

¥旱
等
等

２
２

’
一

｜
し
な
い
か
ら
、
保
謹
恥
で
あ
る
『
う

一
》
筐
以
外
の
鳥
類
を
、
公
幽
か
ら
追
払

う
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。

ゞ
そ
の
た
め
に
は

－
１
、
銃
を
持
っ
た
鍵
視
人
を
定
め
て
、

｜
保
謹
鳥
以
外
の
鳥
類
を
射
殺
叉
は
捕

獲
さ
せ
る
。

２
、
言
響
（
痔
に
空
砲
）
で
も
っ
て
、

鳥
類
を
公
園
か
ら
追
弘
う
。

３
、
毒
剤
を
使
用
し
て
殺
す
。

等
の
手
段
を
誰
ず
れ
ば
よ
い
。
以
上
の

こ
と
を
す
れ
ば
鳥
類
の
習
性
上
自
然
他

の
鳥
類
と
共
吋
『
う
産
も
公
園
か
ら

遠
ざ
か
る
こ
と
と
思
う
。

現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
方
法
よ
り
な
い
か

ゞ
ら
、
町
の
皆
綴
に
協
力
を
求
め
、
一
刻

も
早
く
保
護
鳥
『
う
そ
』
を
追
払
う
こ

と
が
必
要
だ
』
と
語
っ
た
。

町
当
局
と
し
て
は
、
早
速
弦
視
人
（
若

松
町
羽
震
兵
叫
竪
か
定
め
二
一
月
一

日
か
ら
十
四
日
ま
で
室
白
に
な
る
狩
諏

期
間
に
つ
い
て
も
蒋
別
認
可
を
得
る
よ

う
に
手
続
き
を
す
る
零
乗
年
阜
垂

一
月
二
十
四
日
か
ら
米
の
自
由
襲
荷
が

で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
隆

家
の
た
れ
で
も
売
買
で
き
る
わ
け
で
な

前
に
も
少
し
述
べ
た
よ
う
に
醗
梁
の
経

営
計
画
ほ
ど
必
妥
な
も
の
は
な
い
。
増

收
の
成
否
は
一
に
計
画
の
有
無
碑
悪
に

よ
る
こ
と
が
多
い
。

前
魂
に
お
い
て
自
ら
の
経
滝
の
妾
を
把

握
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
基
礎
的
な
条
件

に
基
い
て
詳
細
な
計
画
を
た
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば

（
イ
）
今
年
は
ど
っ
い
う
品
種
を
選
択

，
す
る
か

（
ロ
）
昨
年
度
の
実
績
か
わ
し
て
今
年

の
肥
料
聯
入
計
画
を
如
何
に
す
る
か

（
ハ
）
農
莱
の
準
術
と
塵
織
某
の
手
入

は
ど
う
か

（
一
一
）
耕
起
と
窪
理
に
も
う
少
し
エ
夫

し
て
み
た
ら
ど
う
か
．

（
ホ
）
苗
代
管
理
に
再
検
酎
を
加
え
る

派
な
桜
の
花
』
と
防
除
に
万
全
を
窮
し

準
備
塗
進
め
て
い
る
。

な
お
町
当
局
で
は
町
の
皆
凍
に
も
種
極

的
な
御
協
力
を
願
い
た
い
と
要
望
し
て

い
る
。

多
筆
＄
を
笏
篭
分
と
多
２
＄
易
ぞ
ｆ
ど
多
ｋ
３
易
落
矛
と
多
芝
く
り
夢
と
多
宗

お
米
の
自
由
集
荷
は

、

定
業
者
の
手
で
で
き
る

堕
日＃

一

取
り
の
関
係
な
ど
っ
す
れ
ば
よ
い
か

（
チ
）
通
水
排
水
の
程
度
、
時
期
、
方

ｌ
法
等

（
リ
）
病
虫
害
の
早
期
発
見
防
除

（
ヌ
）
刈
取
、
乾
燥
、
臆
敷
、
收
納
等

に
改
善
を
要
す
る
こ
と
が
な
い
か
ど

う
か

③
塘
收
技
術
を
進
ん
で
蛾
え
よ
う
ル
ー
す

る
こ
と
・

計
画
が
出
来
た
な
ら
ば
実
行
す
る
こ
と

で
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
軽
堂
条
件
か
ら

多
く
の
生
産
を
あ
げ
、
然
も
そ
れ
が
結

果
に
お
い
て
能
率
的
に
総
体
の
生
塵
が

高
ま
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

く
、
供
米
完
納
の
隆
家
あ
る
い
は
鎌
米

割
当
の
な
い
隆
家
が
、
政
府
か
ら
壼
定

な
う
け
た
特
別
撮
定
築
荷
業
者
倉
由

築
荷
者
）
に
だ
け
売
渡
す
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
、
供
米
参
覇
者
に
は
そ
の

賓
格
が
な
い
。

ま
た
持
裂
荷
業
喜
展
寮
婁
め

た
米
を
た
れ
に
で
も
売
っ
て
よ
い
わ
け

で
な
く
全
部
政
府
に
売
ら
な
け
ば
錘
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

政
府
売
上
米
の
価
格
は
左
記
の
通
い
で

あ
る
。

糧
玄
米
（
新
し
い
鰹
入
れ
の
も
の
）

一
等
、
四
、
三
五
五
円

二
等
四
、
一
二
一
狂
円

三
等
四
、
二
六
○
円

皿
等
四
、
二
○
○
円

読
等
四
、
○
五
○
円

種
白
米
（
新
恢
入
れ
の
も
の
）

四
、
霊
五
○
円
五
○
嬢

四
、
四
五
○
円

註
１
、
新
し
い
叺
入
れ
の
も
の
は
」

の
蘂
級
で
も
十
五
円
高
い
。

２
、
痔
別
指
定
麺
荷
業
者
は
次
の
通
幸

金
木
町
第
一
艇
業
協
同
組
合

角
田
伊
三
郎
（
金
木
）

田
中
勇
太
郎
（
同
）

荒
関
凉
一
（
同
）

川
倉
隆
業
協
同
組
合

工
藤
み
さ
（
川
倉
）

傍
島
正
守
（
蒔
田
）（

第
一
艇
協
睡

必
要
が
な
い
か

（
へ
）
田
植
の
植
型
は
適
当
か
ど
う
か

（
上
中
耕
除
草
は
何
回
で
、
機
械
手|鷺

1－
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項目

所

名

品種

畜苗

式

種

種

子溝毒

穂期

代埒数

稻方法

緬垂

当肥料

蕊
淵
蠅
噌
雛
唖
識
灘

の
で
あ
る
。

こ
れ
が
た
め
に
は
自
ら
が
そ
の
意
欲
に

燃
え
る
こ
と
と
瞬
習
蹴
和
及
び
見
聞

会
等
に
は
進
苑
で
参
加
し
、
研
究
す
る

必
要
江
あ
る
と
思
う
。

い
ま
値
と
の
増
收
方
法
に
つ
い
て
は
別

途
晩
明
す
る
こ
と
に
し
て

（
イ
）
栽
塘
方
法
の
改
善
技
術

（
ｇ
作
物
の
組
合
せ
に
よ
る
二
毛
作

栽
培
技
術

（
ハ
）
施
肥
栽
培
防
除
技
術

重
）
多
角
形
港
鮭
技
術

（
ホ
）
労
働
能
率
を
高
め
る
技
術

以
上
薯
窪
窒
に
結
合
麺
掌
尻
て

改
善
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
（
こ
の
項

維
り
）
ノ

■
類
を
至
急
出
し
て
下
さ
い

当
町
の
昭
和
二
十
七
年
産
の
家
畜
導
入

っ
て
愛
し
て
あ
り
ま
す
が
、
提
出
期
限

の
頁
沓
惠
に
借
入
れ
関
解
書

類
を
出
し
て
な
い
方
が
あ
り
ま
す
。
関

係
官
庁
か
ら
は
お
叱
り
を
う
け
る
だ
け

で
な
く
餌
一
十
八
年
度
の
借
入
れ
に
も

駅和27年醒米埴收共進会收諦並びに技術一位の耕種概婆
〈1月 5日 附一 既報 の白 川抗 玲氏 垂謡錘考の分）

馴 一 位技 術一位

二戸郡名久井村

エ藤慶蔵

鰹林十七号

２
＄
琵
多
む
く
易
ぞ
夕
？

家
畜
導
入
黄
金
を
借

り
た
お
方
は

・收

南郡尾上町

船越 敏

農林十七号

住
氏
１
２
糠
探
垂
種
播
苗
揺
擁
坪

Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
０
１
Ｉ
０
↓
，
ｒ
’
副
四
一
一
［
‐
‐
‐
’
’
１
‐
‐
、
１
１
１
１
卜
ｐ
Ｔ
ｌ
Ｉ
４
５
１
ｐ
Ｉ
６
ｆ
９
ｇ
ｊ
Ｉ
Ｉ
ｆ
８
Ｉ
Ｕ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

通し苗代折衷苗代
泥水選塩水選

桶浸し3月21-4月1日まで11日間桶穫し4月3日-14日まで12日間
ウスプルンウスプルン1,000倍液
4月8日4月15日

15坪15坪、

芽出し撒揺芽出し撒播
坪4合坪3合

石灰窒素20匁、硫安20匁、溶性燐堆肥5黄､石灰窒素20匁、木灰20匁
肥10匁、硫加8匁､堆肥700匁（内魚粕10匁､大豆粕5匁、塩加33匁、
硫安10匁はう匁ずつ2回に進跳肥）尿素5匁、過石1貢、人糞尿1貢
昼f酎浅水、夜間かけ流し温水田を設け減水
ヂブタに対し（ウスプルンー回、泥負虫、はもく･りに対しB・H・
泥魚虫ボルドー液二回はもぐり)C粉剤

にD・DoT一回

51B_38B
●，

5月29日5月23日

荒起5月5日（自動緋転織）荒越秋11月中旬荒代5月20H
荒代う日25日小割審4月20日27日2回

小 割5月21日植代5月29日植代5月23日
元肥堆肥300鐡、石灰窒素4貢、元肥堆肥800賀、石灰窒素6重、
硫安2食、尿素2貢、溶蟻肥6片倉化成12貢、過石10貢、硫安4賞
賞、”】p3武塩加6食、木灰50"
追肥硫安 2 重 追 肥 一
4寸×9寸3分長方形植88株8寸×5寸長方形値90株
かけ流し、7月18日-21日まで足3日毎位に水がなくなる前にかけ
跡がつく程度に土用千、落水9月足した。落水8月25日頃から除くに
20日

1回6月lう日除軍機で縦種とり1回6月15日除草機
後手取り、2回6月20日手取り

2回6月25日同上3回6月27日除軍機
3回7月6日手取り4回7月10日手取
二化鋲虫‘粉状ホリドール反当500泥負虫に6月20B。H・C粉剤3K
G 撒粉G病害予防に8斗ボルドー液便用

て
下
さ
い
。
（
金
木
町
鏑
一
際
砺
刷

影
響
致
し
ま
す
か
ら
、
大
至
獄
捉
出
し

組
合

中
弘
南
一
衛
に
亘
っ
て
発
生
，
梶
』
豚
．

レ
ラ
は
、
県
下
の
養
豚
家
に
恐
怖
を
与

え
て
い
た
が
、
こ
の
コ
レ
ラ
は

癌
熱
、
食
歓
不
振
、
便
秘
が
多
い
こ

と
な
ど
の
症
状
を
呈
す
る
ほ
か
、
皮

慮
の
薄
い
簡
所
に
は
癖
血
の
臓
疹
を

呈
す
る
こ
と
塑
鎧
で
あ
る
が
、
今

回
の
は
冬
季
間
の
発
生
で
珍
し
く
、

Ｆ
１
ト
ョ
ｆ
、
。
ｒ
■
ｑ
▼
グ
Ｆ
■
吾
０
０
日
・
ｆ
１
ｑ
二
■
申
Ｊ
凸
。
。
目
■
一

堂
貧
腫
濫
蕊
覺
烏
二

い
た
め
、
変
型
の
豚
コ
レ
ラ
と
昭
め
一

ら
れ
て
い
る
。

金
木
家
畜
保
錘
衛
生
所
で
は
、
豚
コ
レ
｜

う
の
み
で
な
く
、
他
の
家
畜
類
に
些
細

な
鍵
繕
で
も
縄
め
た
な
ら
ば
、
連
か
に

希
届
け
願
い
た
い
と
要
望
し
て
い
る
。

豚
コ
レ
ラ
の
予
防
注
射

各
家
庭
を
巡
回
実
施

例
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
豚
コ
レ
ラ
の

予
防
注
射
は
二
月
二
十
七
日
よ
り
三
月

一
日
ま
で
実
施
の
予
定
で
す
。

今
年
の
豚
コ
レ
ラ
発
生
は
す
で
に
県
内

各
地
方
に
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

実
施
期
日
を
繰
り
上
げ
次
の
要
領
で
実

恐
し
い
豚
コ
レ
ラ水 の かけ方

病虫害防除
’

一

｜
※
ｌ
部
蒸
だ
よ
り
ｌ
※

一
一
月
七
日
鱒
出
小
学
校
、
町
道
、
貯

▲
添
田

施
致
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
豚
の
飼
育
者
は
至
極
役
堀
係
ま
で
一
一

届
け
で
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

期
日
二
月
下
旬
よ
り
三
月
上
旬
（
予

定
）
手
数
料
五
糞
ま
で
五
十
門
、

家
庭
な
皿
閲
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。
一

五
黄
’
十
三
黄
ま
で
百
円
、
十
三
貢

以
上
百
五
十
円
で
す
。
実
施
方
法
は
家

語
保
健
所
”
献
陸
と
役
場
係
が
各
自
の

一
』
順
六
配
部
落
民
総
出
の
除
露
作
業

一
月
十
日
隆
轆
技
術
振
鯉
会
発
会
式

（
於
会
長
泉
谷
則
美
（
一
起
氏
宅
）

一
月
二
十
四
日
右
同
会
第
一
回
睡

活
改
葬
及
び
栄
養
学
歌
習
会
開
侭
。

一
万
四
日
生
活
改
審
余
農
醸
緬
調
会

を
農
事
継
錘
研
究
会
が
世
話
役
ど
し、

て
即
き
、
夜
は
ナ
ト
コ
映
画
が
あ
り

多
大
の
收
護
を
得
た
（
於
蒔
田
小
学

蓮
一
月
二
十
日
三
輪
峨
人
会
主
他
で
五
》

所
川
原
保
錘
所
よ
り
誠
師
を
招
き
生
一

水
池
の
除
黙
作
業
に
４
順
ク
ラ
ブ
全

員
が
出
動
奉
仕
し
た
。
今
後
毎
月
一

回
継
続
奉
仕
す
る
と
の
こ
と
。

苗 代日数

3本田

田植日

鐙地
右
同
会
第
一
向
臨
時

|反当肥料

I
!木町農粟委員会

,合計

ノズ
種件数而積

鰯｜棚
ぴ豪族に死亡者

１
Ｊ 囎認驫灘癖堤

らものよるものよるもの

,鱒：織管聯
服製艘ﾙ1牒臘窓毅鼬l

麓蕊灘燃麓に．

総
会

▲
藤
枝

一
月
二
十
一
日
鯉
砺
及
び
生
活
改
善

認
習
会
（
成
田
壷
三
郎
氏
宅
）

金木

その他
農地の移動

脅職解る
栽植密度

水のかけ 方

Q

題由千
一｜

面
反
叺
＆
弘
汝

２
１
４
者

数
２
３
う
る

区分件

１
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●
己
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１
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地
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隆
隆
註

股
設
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一
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亜鎧升歩合品薗

2040381．05中ノ上

犬
は
こ
れ
だ
け

お
り
ま
す
？

一
月
末
現
在
で
当
町
内
の
琵
鐡
犬
は
七

九
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
随
分

野
犬
が
多
い
よ
う
で
す
。

狂
犬
病
予
防
と
い
う
見
地
か
ら
届
け
て

な
い
お
方
は
奎
怠
手
継
雪
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

註
町
内
別
の
迩
織
犬
の
数
は
次
の
通

り
で
す
（
但
し
露
錨
犬
の
な
い
町
内

は
除
く
）

川
倉
二
八
顕
、
藤
枝
四
、
幡
出

五
、
神
厩
八
、
不
動
林
二
、
山

逓
町
六
、
昭
和
町
三
、
瑚
日
町

三
、
神
明
町
五
、
栄
、
浦
、
声
野

町
五
、
本
町
一
、
田
町
六
、

I
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３
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２
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》
壷
伽

出
舩
工
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愛
率
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ｊ曰
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優
力

表
術
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孜
・
１
ｄ
－

Ｕ
ｌ
ｌ

ア

金
一
今
厨
９

１
ゞ

鱒
窪
澱
鮮
篭
蕊
謹
蝋
ゞ

一
柵
魯
潔

白
一
一
龍
伸
一
恥
即
錘
押
処
令
要
領
講
習
２
、
一
千
八
年
歴
移
奪
編
成
方
針
に
つ
つ
い
て

一
い
て

未
決
。

⑤
寄
附
採
納
に
つ
い
て

一
周
二
十
暴
蕊
蕊
這
獺
塞
纈
鮮
呼
金
木
小
凄
亜
・
鯉
・
人
よ
；

０

２
１
ボ
ー
ル
施
設
物
件
の
寄
附
可
決
。

一
月
二
十
二
日
｛
岬
》
雷
評
》
罐
垂
て

豐
驫
閏
蒜
驚
繧
§

⑥
教
育
婆
興
会
連
合
会
加
入
の
件
に

加
入
す
る
こ
と
に
可
決
。

８
一
二
尉
’
二
日
輯
教
暦
墜
趣
塞
・
上
善
、
い
て
原
案
可
決

柵
謹
謹
蕊
琴
簾
蠅
…

、
‐
《
償
鷲
勤
翠
塑
謬
田
至
・

①
教
喬
躍
推
瀧
に
つ
い
て

一
月
一
幸
二
日

一
（
麹
竃
言
畜
闇
分
）
賦
藍
に
予
蕊
の
緬
嬢
方
針
種
与
①
大
東
ケ
丘
の
倖
に

》
蕊
》
》
》
廟

３
、
教
音
渥
驍

一
一
月
五
日

、

（4）木 よだ り 第10号
一ロ一一一

●
１
１
１
．
１
‐
‘
，
Ｉ
’
昭
ｊ
ｒ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｒ
ｍ
Ｉ
ｉ
ｌ
Ｈ
・
’
’
’
１
１
ｊ
０
．
，
９
，
１
１

－

蝋
嘘
鰯

一
副
予
》
症
な
い
し

◇
繩
発
症
が

》
感
と
葬
最
も
恐
る

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
べ
き
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。
感
習
に
か
か
っ
た
と

き
の
罐
法
は
、
臥
床
宏
獅
と
、
保
湖
と

浦
化
し
易
い
食
事
を
毎
え
る
こ
と
が
錨

一
で
あ
る
と
さ
れ
、
モ
の
他
い
治
耀
拾

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
◇ ◇

：感冒の治療：
◇ ◇

gと予防法：
◇ ◇

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

元
朝
の
脈
り
す
べ
て
を
子
に
そ
ふ
ぐ
（
耕
雨
）

大
事
な
安
靜
と
保
淵

効
果
あ
る
ウ
ガ
ィ
と
マ
ス
ク

一竜一

砥
は
苦
痛
を
綾
和
し
て
自
然
治
罐
か
癌

分
で
も
促
進
す
る
程
腰
で
あ
る
と
い
わ

れ
．
●
Ｌ
い
る
が
。

◇
・
・
・
の
ど
を
一
寸
霜
め
た
さ
ワ
な
時
は

五
○
倍
の
剛
酸
水
、
承
Ｗ
水
、
食
塩

水
ま
た
は
五
な
い
し
一
○
倍
に
う
す

め
た
オ
キ
シ
フ
ル
な
ど
で
十
分
の
ど

の
奥
に
行
き
わ
た
る
よ
う
に
う
が
い

を
す
る
。
の
ど
の
鰯
み
が
相
当
強
い

と
き
は
、
画
や
胸
を
カ
オ
リ
ン
パ
ツ

プ
（
エ
キ
ホ
さ
等
で
湿
布
を
す
る

が
、
百
倍
に
溶
か
し
た
誼
翻
食
塩
水

１
１
１

一
れ
、
こ
れ
に
斜
驚
學
た
蕊
く
つ
が
え
し
て
巣
に
も
唱
鴬
代
ら
れ
る
罰
原
逼
を
大
侭
に
寳

》
い
番
茶
鞍
注
い
だ
も
の
、
あ
る
い
は

一
灘
篝
濯
蕊
拝

一
り
狸
一
？
」
乗
外
効
果
が
あ
る
。
、

藏
鰐
轆
蕊
灘
淵

塗
霊
灘
溌
窯
聖
籠
難
騨
鰄

一
う
な
と
き
は
、
ブ
ル
フ
ア
シ
ア
ジ
ン

（
ダ
吋
ヤ
ジ
と
ス
ル
フ
ア
チ
ア
ゾ
て
い
堂
い
う
豐
翌
に
来
た
。
そ
一
一
発
見
高
、
東
北
展
茨
霞
さ

な
ど
で
吸
入
す
る
と
よ
い
。

◇
：
・
熱
も
な
く
、
寝
て
い
る
ほ
ど
で
も

な
い
が
、
体
が
だ
る
く
、
ク
シ
ヤ
ミ

が
連
発
し
、
絶
え
ず
騨
汁
が
出
る
と

き
は
ア
ス
ピ
リ
ン
な
ど
を
寝
る
前
に

の
ん
で
発
汗
す
る
と
効
果
が
あ
る
。

解
熱
や
甑
痛
な
ど
の
鎭
静
の
た
め
に

は
ア
ス
ピ
リ
ン
、
フ
ェ
ナ
セ
チ
ン
、

ア
ミ
ノ
ピ
リ
ン
、
ミ
グ
レ
ニ
ン
、
サ

ル
チ
ル
ア
ミ
ド
な
ど
が
使
わ
れ
る
が

こ
れ
等
は
病
舞
種
治
す
と
い
う
の
で

な
く
一
時
的
に
熱
種
下
げ
て
気
分
を

快
く
す
る
薬
で
人
に
よ
っ
て
は
嘔

吐
、
発
疹
、
胃
癌
な
ど
の
副
作
用
を

誘
う
。

だ
が
こ
の
程
腰
の
症
状
で
あ
れ
ば
梅

干
な
黒
焼
き
に
し
て
熱
い
お
湯
を
注

ぐ
か
生
漫
の
お
ろ
し
汁
に
梅
千
種
入

れ
、
こ
れ
に
熱
い
砂
糖
湯
ま
た
は
黙

こ
れ
を
郡

一 －

２
、
教
職
風
留
任
、
転
任
に
対
す
る
意

③
教
育
長
推
砺
に
沙
い
て

余
轍
教
育
長
シ
じ
て
高
等
学
校
長
中

谷
洲
男
氏
超
推
聴
可
決
。

二
月
二
日

１
、
昭
和
一
千
八
年
度
教
育
予
算
に
つ

い
て

が
ぢ
た
皇
部
壷
皐
者
か
皇
騨
一
し
た
の
で
、
近
く
鯛
査
の
上
篭
艀
捷

く日
つ本

鴬蓄
帯藍
日の
本、－

晴零
旧で
石の
器定
時魏
代を

らの

蕊
へ器
原時

琶岱
V－

を使
大わ

樗堤
費筧

ミ
ン
剤
、
或
は
混
合
ス
ル
フ
ァ
ミ
ン

剤
、
ペ
ー
ラ
リ
ン
を
使
用
し
て
炎
症

を
防
ぐ
。
ま
た
肺
炎
双
球
菌
な
ど
に

よ
る
混
合
感
染
に
対
し
て
は
一
時
ス

ル
フ
ァ
ミ
ン
怒
法
が
雄
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
が
、
現
在
で
は
ペ
ー
ジ
リ
ン

、

・
療
法
に
代
り
つ
つ
あ
り
、
も
ち
ろ
ん

ク
ロ
ロ
マ
イ
セ
チ
ン
、
オ
ー
レ
オ
言

イ
シ
ン
、
テ
ラ
マ
イ
シ
ン
な
ど
の
抗

菌
性
物
製
剤
が
と
く
に
有
効
伽
場
合

が
多
い
。

◇
…
一
家
で
大
人
も
か
か
る
こ
と
が
あ

る
が
、
乳
幼
児
は
と
く
に
カ
ゼ
の
感

見
に
つ
い
て

①
教
育
蟹
予
審
ら
い
て

板
改
造
の
件
。

癖
田
校
老
朽
唾
こ
し
て
改
築
の
件

川
倉
校
子
守
控
壽
噸
築
、
便
所
床

の
件
。

１
ル
な
ど
単
味
の
ス
ル
フ
ァ
ミ
ン
、

ま
た
最
近
で
は
イ
ル
ガ
フ
ア
ン
、
ス

ブ
厚
プ
ー
ル
な
ど
喬
級
の
ス
ル
ブ
ア

同
分
校
井
戸
屋
施
設
、
内
部
改
造

月
手
当
二
千
円
支
給
で
採
用
可
決
。

②
学
校
確
踊
計
画
に
つ
い
て

金
木
中
学
校
識
堂
靖
築
の
件
。

大
東
ケ
丘
、
高
橋
久
子
臨
時
非
常
勤

の
件
。

金
木
小
学
校
屋
外
遜
避
施
竣
繋
備

つ
い
てひ町

旧
石
器
時
代
の
原
石

明
大
考
古

学
研
究
室

｜
奎
難
率
篭
雛
謬
れ
の
念

保
母
秋
谷
鱈
子
二
月
七
日
麩
睡

眠
員
原
田
恭
子
一
万
一
日
就
任

す
る
こ
と
に
し
た
。

②
教
職
員
翻
任
、
転
任
の
意
見
場

い
て

概
ね
教
職
員
の
希
理
遥
り
の
猛
暑

附
す
こ
と
に
し
た
。

二
月
十
一
日

学
校
薪
材
追
加
鰐
入
雲
認
の
件
晨

い
て

薪
材
追
加
購
桑
圭
溌
通
り
鳶

，
〕
《
Ｌ
ｏ

縄
一
一

一
、
清
田
小
学
校
木
炭
一
息

一
、
川
倉
小
菫
校
薪
一
壼

一
、
美
雀
褒
薪
一
塁

一
、
金
木
中
学
校
薪
二
一
垂

染
か
ら
、
ビ
ー
ル
ス
に
よ
っ
て
湾
化

鋸
系
の
粘
膜
猛
胃
さ
れ
、
嘔
吐
、
下

痢
、
腹
癌
な
必
を
起
す
こ
と
が
あ
る

こ
ん
な
と
き
は
暖
か
に
寝
か
せ
全
身

の
安
鯵
を
は
か
る
と
と
も
に
、
一
方

発
熱
に
よ
り
ビ
タ
ミ
ン
瓢
の
渭
爽
域

も
は
な
は
だ
し
い
の
で
、
ビ
タ
ミ
ン

の
十
分
な
補
給
な
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。

ま
た
未
感
染
者
の
た
め
に
鰹
公
衆
衛

生
課
か
ら
感
圏
の
予
防
に
つ
い
て
蝿

い
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。

⑪
患
者
は
せ
詮
や
く
し
ゃ
み
を
ま
る

と
き
は
ハ
ン
カ
チ
語
の
他
で
口
幸
漏

う
こ
と
②
マ
メ
ク
の
便
用
に
つ
い

辞
令
発
令

１
１
１

妻
の
神
地
区
で
発
見

一
一
罷
調
壁

一

且

あ
る
。

こ
の
原
石
は
地
暦
の
第
三
期
層
か
ｂ
リ

ン
ゴ
箱
に
い
っ
ぱ
い
発
見
さ
れ
た
。

』
（
以
上
は
昨
年
十
一
月
士
一
百
付
束

奥
画
報
で
既
報
）

こ
の
噸
査
団
一
行
が
未
町
し
た
と
き
、

御
世
話
を
し
た
の
は
、
金
木
考
古
学

会
の
碗
概
肇
一
氏
（
栄
町
秀
工
舎
鉄
エ

所
経
鱗
耆
外
会
員
一
同
で
、
特
に
原

田
態
は
自
宅
蓬
宿
泊
所
と
し
て
提
供
し

発
掘
の
際
に
は
西
谷
笙
七
氏
（
織
哩

睦
橦
灌
憧

の
金
木
町
だ
と
い
わ
れ
、
発
見
さ
れ

た
顕
石
は
現
在
日
本
考
古
学
界
が
定

醜
と
し
て
い
る
騒
古
、
い
わ
ゆ
る
新

石
器
時
代
（
八
千
年
前
）
に
比
べ
て

一
万
一
手
年
の
苦
の
も
の
で
、
当
時

は
マ
ン
モ
ス
、
飛
魂
な
ど
の
爬
虫
類

の
出
現
し
た
時
代
で
、
マ
ン
モ
ス
の

棲
息
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
必
ず
人

類
が
住
ん
で
い
た
と
の
定
識
か
ら
し

て
今
回
発
見
さ
れ
た
原
石
は
鰍
類
の

皮
の
な
め
し
や
武
器
と
し
て
使
わ
れ

た
跡
が
あ
つ
で
、
貴
愈
な
蚕
料
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
原
石
は
石
の
特
に
硬
震
な
部
分
に

魎
噸
な
ク
ポ
ミ
や
技
巧
を
施
し
て
い
る

も
の
で
、
新
石
器
時
代
の
ヤ
ジ
リ
や
石

棒
の
よ
う
に
立
派
な
技
巧
は
な
い
が
、

い
ざ
こ
れ
ら
の
砥
類
と
戦
う
聾
昼
マ

ン
モ
ス
で
あ
れ
ば
ア
キ
レ
ス
ケ
ン
（
足

の
部
分
に
あ
る
歩
行
運
動
に
必
要
な
附

茜
ケ
ン
）
を
打
つ
切
る
こ
と
に
よ
っ
て

射
止
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
の
で

て
は
（
イ
）
蝉
者
に
接
す
る
と
き
と
も
に
水
中
に
入
る
な
ど
鑓
の
蔭
の
力
｜
く
御
依
剃
甲
上
げ
よ
す
。

…
爵
霞
ま
…
し
潅
蕊
陰
腫
喜
掌
蓋
繕
…
拳
。

（
ｇ
人
の
簗
ま
る
中
（
汽
嚥
電
が
あ
れ
ば
こ
》
て
で
あ
っ
た
。
風
剛
氏
の
右
次
蛎
で
す
か
わ
い
よ
い
よ
金
木
町
も

き
（
ハ
）
患
者
ま
た
は
そ
の
疑
い
の
》
一

次
の
よ
う
な
焔
し
い
お
便
り
が
あ
っ
た

的
に
名
画
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

あ
る
者
が
、
人
に
接
す
る
陛
蜑
及
び

た
。
然
も
旧
石
辮
時
代
、
無
土
鋸
時
代

竪
蕊
繼
准
霊
蕊
一
錨
騨
輔
噺
よ
う
。

の
繩
叔
時
代
よ
り
更
に
古
い
日
本
も
、

穐
丁
Ｅ
宅
盈
ｂ
・
つ
し
換
川
フ
二
一
コ
勝
寺
上

か
ら
鰯
つ
た
“
き
は
、
食
塩
水
等
で

う
が
い
垂
す
る
こ
と
③
ふ
だ
ん
か
ら

冷
水
ま
た
は
乾
布
摩
擦
等
で
皮
画
を

よ
く
た
ん
錬
す
る
こ
と
⑤
室
内
の
採

光
換
舞
及
び
溝
潔
に
注
意
す
る
こ
と

⑥
過
労
を
避
け
、
休
謎
を
十
分
に
と

る
こ
と
⑰
頭
痛
、
発
熱
等
身
体
に
異

蟻
が
あ
る
と
き
は
、
連
か
に
医
師
の

診
振
を
つ
け
る
こ
と
。

一
調
査
團
來
町

前
略
先
般
の
錘
だ
御
迷
惑
を
相
掛

け
誠
に
申
訳
御
座
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

有
雌
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

｜
明
治
蚕
壱
も
非
権
に
悦
ん
で
居
り

ま
す
。
学
界
に
発
表
の
結
果
大
体
に
於

て
確
定
致
し
、
来
春
鱈
解
を
待
っ
て
総
一

合
鯛
査
の
態
形
を
撃
九
左
記
の
条
件
の
一

石
鐇
騨
鋤
唖
融
柾
轆
唖
嘩
匡
》
帽
“
蝿
一

点
が
、
文
化
の
黎
光
に
め
ざ
め
た
の
は

ま
ず
大
陸
か
ら
の
刺
激
に
よ
っ
た
も
の
・

で
あ
っ
た
。
私
共
は
郷
土
女
化
の
黎
明
一

壷
溌
く
場
合
、
大
陸
文
化
の
発
達
か
ら

説
き
起
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
こ
れ

は
次
期
に
駆
り
た
い
。

大
陸
に
お
い
て
発
達
し
、
当
地
方
に
一

流
入
し
た
艇
秀
な
女
化
が
そ
の
流
動
の
一

議
れ
出
ず
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
当
然
当
一

下
に
発
堀
に
係
り
ま
す
の
で
、
重
ね
て

御
多
忙
中
御
厄
介
な
が
ら
よ
ろ
し
く
願

い
上
げ
ま
す
。

一
、
主
伽
団
体
明
治
大
学
考
古
学
研

究
室

二
、
蝿
査
参
加
者
、
考
古
学
明
治
蚕
手

杉
隈
狂
介
教
授
、
芹
沢
長
介
研
究
生

以
下
学
生
数
名
及
び
松
平

そ
の
他
地
武
学
者
一
茗
、
地
層
学
者

二
名
、
鉱
石
学
者
一
名
計
五
名
（
氏

明
不
明
な
れ
ど
も
冬
學
界
よ
り
）

三
、
期
日
予
定
、
昭
和
一
辛
・
八
年
五
月

十
日
塞
犀
出
発
、
十
日
間
の
予
定

四
、
経
変
、
十
万
円
乃
至
十
五
万
円

五
、
六
略
す

七
、
地
主
の
承
諾
害
、
こ
れ
は
西
谷
氏

に
御
依
頼
下
さ
れ
て
地
主
を
鯛
べ
て

戴
き
承
諾
書
の
印
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

八
、
人
夫
五
人
位
を
依
噸
致
し
ま
す

一
日
円
当
凡
そ
如
何
軽
で
す
か
御
翻

査
下
さ
い
。

そ
の
他
黄
地
及
び
黄
考
古
堂
騨
の
御
協

力
を
願
わ
し
く
存
じ
ま
す
。
．

な
お
津
軽
考
古
学
会
の
方
に
も
よ
る
し

序
規
１
Ｊ

大
八
洲
の
地
に
悠
久
な
る
年
月
の
間
一
地
方
に
も
及
ん
だ
こ
と
は

７
，
７

考
古
学
上
か
ら
み
た
金
木
町
（
上
）

原
任
義

’

－

今
ま
で
謎
め
ら
れ
な
か
っ
た
石
雑
時
代

が
出
現
し
た
の
で
金
木
町
と
し
て
も
睡

田
氏
と
し
て
も
亦
小
生
と
し
て
も
二
十

年
来
の
苦
心
の
結
果
で
非
縮
に
悦
ば
し

き
結
果
で
す
。

青
森
県
と
し
て
も
鰯
り
と
す
べ
き
郡
柄

か
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
亀
ケ
岡
と
は

方
閲
を
替
え
た
趣
大
な
過
跡
地
と
な
り

取
敢
え
ず
右
御
報
告
な
が
ら
地
主
潅
諾

天
下
に
溺
眼
宜
伝
す
べ
き
材
料
で
あ
る

考
古
学
研
究
潅
内
杉
隈
荘
介
宛
）
迄
雛

般
の
準
鯆
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
上
げ
ま

蚕
（
東
京
千
代
田
区
職
御
台
明
治
大
学

す
。

と
い
膳
衣
す
。

(函 其の一）
原
田
駿
一
栄
。

（
昭
二
七
・
二
一
・
一
三
付
）

ｌ
ｉ
ｉ

ｐ

‐
ｌ
ｉ
Ｉ
９
Ｉ
Ｉ
ｆ
１
．
１
１
Ｑ
Ｉ
１
Ｉ
卜
ｊ
０
ｆ
Ｉ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
１
０
Ｉ
‐
Ⅱ
‐
Ｇ
ｑ
９
ｌ
Ｉ

Ｂ
０
Ｊ
１
６
ｊ
１
６
１
’
１
Ⅱ
Ｉ
Ｕ
■

に
も
及
ん
だ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

松
平
譲
人

勿
、
パ

一
桃
館
小
学
校
丑
）
を
中
心
に
全
塁
千

名
位
で
活
劇
し
て
い
た
が
、
法
で
発
如

手
続
き
が
難
し
く
な
の
向
然
活
動
が
鈍

倉
吉
氏
（
現
獅
森
滋
林
桝
励
錺
、
乖
垂

木
猶
林
料
職
戯
）
及
び
角
田
平
吉
氏
（

米
町
金
物
店
主
）
で
あ
る
。

②
錨
ケ
岡
ｌ
西
津
軽
郡
館
岡
村
亮
子
亀

ケ
岡

③
金
木
老
古
学
会
は
昭
和
二
十
四
年
十

一
月
に
結
成
し
当
時
の
会
曇
（
理
原

田
錘
一
氏
、
副
会
是
三
上
明
氏
（
現
胡

く
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

『
駐
』
⑪
発
狐
蝿
翫
の
所
禰
者
は
縄
西
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木下幸八氏所有の房1石

（砒石）

灘

敷石住居跡（実の川原南方にある）

（図其の二）
写嘆④は

|これ憾圭種…し車宍に小…
土錘

'1を通じておる綱の錘りに用いたらし
11｜

II'い。、
||,西谷氏一力、木下氏一力発見し現在

所有してレ･る。
一一 一一一'一=一
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